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－中央防災会議の加速度波形を使⽤した設計⽔平震度算定事例－
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概要 検討結果

考察

中央防災会議において公開されている想定東海地震・想定東南海地震・想定東海＋想定東南海地震・想定東海＋想定東

南海＋想定南海地震の基盤加速度波形を用いて、UWLCを用いた地盤応答解析を16波形について行った。

この結果と道路橋示方書に記載されている加速度応答スペクトル図を重ね合わせ、構造物の耐震性能照査に用いる設計

加速度の評価を行った。

河川構造物の耐震性能照査を行う場合、国土交通省水管理・国土保全局治水課の河川構造物の耐震性能照査指針・解説

に準拠して、道路橋示方書に記載されているプレート境界型の大規模な地震を想定したレベル2-1地震動および内陸直下

型地震を想定したレベル2-2地震動の2種類を考慮することになる。

近年、東日本大震災のようなプレート境界型の大規模な地震が頻繁に発生しており、その地域の実情にあった地震動にて

河川構造物を照査することが、最適な構造物の耐震照査結果が得られると考える。

河川構造物に入力する設計加速度を求めるため、中央防災会議にて公開されている想定東海地震や想定東南海地震の基

盤加速度を使用し、地盤応答解析を行って、最大加速度波形を選定した。

道路橋示方書に記載されている地震動（レベル 2-1 地震）【プレート境界型】と中央防災会議にて公開されている地震

動を用いて加速度スペクトル分布図を比較した。固有周期によっては、道路橋示方書に記載されている地震動（レベル

2-1地震）よりも大きくなる箇所が見受けられた。

よって、地震動の設定に当たっては、地盤応答解析を行って、その地域に即した特定地震動も選択しに入れて、耐震性

能照査を行うことが望ましいと考える。
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中央防災会議の基盤加速度波形を使用した。

①東海D1EW波　　　②東海D2EW波

③東海S1EW波　　　④東海S2EW波　　

⑤東南海EW波　　　⑥東海＋東南海EW波

⑦東海＋東南海＋東海EW波

⑧東南海＋東海EW波

固有周期　：　T=0.300(s)

加速度応答スペクトル分布図より、最大加速度は、以下のようになる。

　　　α=2,500(Gal)

最大加速度(gal)

東海Ｄ１ＥＷ ６４３

東海Ｄ１ＮＳ ５８４

東海Ｄ２ＥＷ ４６３

東海Ｄ２ＮＳ ３７４

東海Ｓ１ＥＷ ７４１

東海Ｓ１ＮＳ ５８１

東海Ｓ２ＥＷ ６９５

東海Ｓ２ＮＳ ５７７

東南海ＥＷ ７１０

東南海ＮＳ ７０７

東海＋東南海ＥＷ ８６５

東海＋東南海ＮＳ ６７７

東海＋東南海＋南海ＥＷ ８８４

東海＋東南海＋南海ＮＳ ６７７

東南海・南海ＥＷ ６９０

東南海・南海ＮＳ ７０５

αmax=741 Gal


